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国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構
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「人と共に進化する次世代人工知能に関する
技術開発事業/実世界に埋め込まれる人間中心
の人工知能技術の研究開発」「正解候補選択
機構の研究開発および臨床学的検討」

福岡順也・教授 株式会社　N Lab
新アレイ技術とデジタルパソロジーを用いた診断精度管
理を目指す研究

福岡順也・教授 国立大学法人大阪大学
AI（artificial intelligence）を用いた、骨髄病理検体
における細胞認識に関する研究

福岡順也・教授 株式会社　N Lab 構築したAIアルゴリズムの品質検討に関する研究

福岡順也・教授 国立大学法人佐賀大学
「"Virtual surgical lung biopsy"-GANを用い間質性肺
炎のCT画像から仮想病理組織を精製する」

福岡順也・教授 国立大学法人東海国立大学機構 間質性肺炎に対する多施設共同前向き観察研究

福岡順也・教授 日本医療研究開発機構 分担

難治性疾患実用化研究事業「特発性間質性肺
炎の前向きレジストリの構築とインタラク
ティブMDD診断システムを用いた診断標準化に
基づく疫学データの創出—人工知能（AI）診断
システムと新規バイオマーカーの開発—」

福岡順也・教授 厚生労働省 分担
難治性疾患実用化研究事業「びまん性肺疾患
に関する調査研究」
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福岡順也・教授 プログラム委員 Digital Pathology Association

福岡順也・教授 理事 Digital Pathology Association

福岡順也・教授 委員 Digital Pathology Association

福岡順也・教授 会長 Asian Society of Digital Pathology

福岡順也・教授 幹事 Digital Pathology Association

福岡順也・教授 社会への情報発信委員会 委員 日本病理学会

福岡順也・教授 副会長 日本デジタルパソロジー研究会

福岡順也・教授 ＡＩ開発小委員会 副委員長 日本肺癌学会

福岡順也・教授 学術評議員 （病理専門医） 日本病理学会

福岡順也・教授 MDD保険診療資格等認定委員会 委員 日本呼吸器学会

福岡順也・教授
びまん性肺疾患に関する調査研究班 病理・
クライオ部会 会長

日本呼吸器学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

福岡順也・教授 びまん性肺疾患学術部会 委員 日本呼吸器学会
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福岡順也・教授
ヒト肺高血圧症に類似した病態
を示すモデル動物及びその作成
方法

2013年9月5日 出願中 特願2013-183870

福岡順也・教授
切片封入用デバイスおよびその
製造方法と用途

2018年3月20日 出願中 特願2019-557983

福岡順也・教授 教師データの作成システム 2020年1月9日 2024年5月2日 特許第7482537号

福岡順也・教授 組織アレイの製造装置 2010年10月27日 2014年11月28日 特許第5652769号

福岡順也・教授 超高密度組織アレイ 2017年2月8日 2021年7月5日 特許第6908258号

福岡順也・教授
特徴マップを出力するための機
械学習モデルを作成する方法

2022年7月19日 2024年2月2日 特許第7430314号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号
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